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　コロナも第五類となり、新しい
年明けを迎えた元日に能登半島地
震が発生しました。
　大変な被害にあわれた方々にお
かれましては心からお見舞いを申
し上げます。
　ここ金沢で生活している限り
は、能登に親戚や友人、仲間、仕
事関係者、そして自身も出身地と
いう方々が大勢いらっしゃると思
われます。

　今回の女性部の 20 周年記念事業の開催については役員で協議の結果、被
災された方々に思いを寄せながらも、今の自分たちに出来る事として開催を
決め、去る令和 6 年 2 月 16 日、記念式典と祝賀会を無事に終了することが
出来ました。
　ご出席いただいたきましたご来賓の皆様、部員の皆様におかれましては
心から感謝と御礼を申し上げます。
　今回の周年記念は能登、地元の企業応援しようをコンセプトに記念品は
能登のヤマチ醤油のポン酢セット、芝舟小出の紅白上用饅頭を用意し、会
場は地元のヴィラ・グランディス ウエディングリゾート金沢で開催いたし
ました。
　石川県中小企業団体中央会女性部会長記州様が代表を務めていらっしゃ
る「花とも」には、テーブル花兼お持ち帰り用ブーケを素敵なアレンジで作
成いただきました。
　無事会を終えられたのも、様々な方とのご縁と繋がりのお蔭様だと思っ
ております。
　関わってくださった全ての皆様に深く感謝いたします。
　「微力ではあるが無力ではない」東日本大震災の時にも言われていた言葉
を思い出しながら自分達も生活と事業に取り組み、長く被災地復興を思い、
共に歩んでいこうと思います。
　さて今回は開催前に、役員で女性部の歴史、現状、未来を話し合いました。
　創立準備委員会の勧誘案内を見ると、規約を要約したキャッチフレーズ

「いろんなことのチャレンジ」「新しい人との出会い」「学びと育ちの再発見」
「組合事業への参加」とありました。
　創立当初からのメンバーが規約に沿った目的を持って研修会や懇親会を
企画し、楽しさや感動の共有、好奇心や感性を揺さぶる活動を続けられて
いたのが、女性部員のパワーの元なのだと思いました。
　また、20 年前の石川県中小企業団体中央会の資料には、「様々な日本の分
野で女性の存在抜きには業績の発展を望めない時代に来ている、あらゆる
場面に女性のパワーを活用すると同時に意欲を喚起する必要がある」と書
かれています。
　総括すると「原点も現在行っていることも将来も同じなのでは」という結
論となり、活動方針がブレていないという素晴らしさを再認識するに至り
ました。
　その結果、今後の抱負として

①�親睦活動を密にする。親睦は互いへの共感、関心、そして理解に繋が
るはずです。

②�なんでも安心して話し合える場にすること。元気な安原の女性部をよ
り楽しく色々なことに参加出来る場にすること。

③�少子高齢化で環境変化もあるが、新部員が増えるように新しい形や魅
力的な活動を考えること。

　中央会からいろいろな良い研修の場を頂いております。
　今後は皆様にも活動内容をお知らせし、良い情報を共有できる方法も考
えていきます。
　安原工業団地協同組合女性部「桜梅桃梨の会」の名前の通り、それぞれ
が成長してそれぞれの花を咲かせ、実をつけていけますよう頑張ります
ので、これからも何卒宜しくお願い致します。
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令和 ６年組合町会合同新年会を中止いたしました
１ 月 １ 日に発生しました「令和 ６ 年能登半島地震」を考慮いたしまして、去る １ 月 ９ 日に予定されておりました令

和 ６ 年組合町会合同新年会を中止しました。
被災された皆様に謹んでお見舞いを申し上げますとともに、一日も早く復興されることを心よりお祈り申し上げ

ます。
なお組合では、今回の甚大な被害に対して理事会の決議のもと、石川県を通じて２０万円の義援金を寄託しました。

令和 ２ 年 ８ 月に起工した安原異業種工業団地の
第 ５ 次造成工事の第 ２ 期工事が竣工し、第 １ 期工
事と併せ、第 ５ 次造成工事が完了しました。

９ 月２０日㈬造成地内に建設された「打木町さくら
公園」で関係者を集めた竣工式が開催され、村山 卓
金沢市長が式辞を述べたほか、金沢市議会、町会
連合会、安原工業団地協同組合・町会関係者によ
る記念植樹が行われました。

竣工式の後には、金沢市長と進出企業１８社による意見交換会が開催されました。

安原異業種工業団地第5次造成事業竣工

年明け １ 月の政府月例経済報告は、「景気は、このところ一部に足踏みもみられるが、緩やかに回復している。」とし、
緩やかに持ち直していると判断している一方、「令和 ６ 年能登半島地震の経済に与える影響に十分留意する必要がある。」
とし、震災の影響を憂慮しています。

本年のアンケート調査には、組合員181社のうち、99社の回答があり、回収率は54.6% となりました。
企業経営動向調査結果では、前年度と比較して「売上高変わらず」が45％（前年度33％）に、「採算性変わらず」が74％（前

年度54％）など多くの項目で、横ばい基調を示しています。
一方、昨年１０月から導入されたインボイス制度では80％以上が課税事業者で、また免税事業者は取引事業者からの特

段の要請も受けていない状況ですが、本年から導入された電子帳簿保存法では課税・免税事業者を問わず30％以上で業
務負担の増を強いられています。引き続き、今後の動向を注視してまいります。

企業経営動向に関するアンケート調査報告
～景気は緩やかに回復している～

本年度の金沢市工業団地連絡協議会合同
の視察研修旅行は、10月20日㈮～ 21日㈯
に当組合 8 名、総勢19名が参加し実施され
ました。

1 日目に東大阪市を訪れ、大阪府内のも
のづくり企業の優れた技術や製品を常設展
示している「MOBIO ものづくり支援セン
ター大阪」を見学しました。

２ 日目は、ダイハツ工業の自動車技術の
変遷を展示している「ダイハツ工業ヒュー
モビリティワールド」、2025大阪万博の開
催地である夢洲を訪れ、帰路につきました。

令和５年度　視察研修旅行
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令和 ５ 年 ９ 月１８日（月・祝）、組合・町会合同ゴルフ大会
がゴルフクラブ ツインフィールズ　ゴールドコースにて
開催されました。

秋晴れの絶好のコンディションの下、２９名が参加し、㈱
岡本工業　岡本宜

た か し

資さんが優勝しました。
プレー後には表彰式を兼ねた懇親会が開かれ、参加者は

相互に親睦を深めました。

田中昭文堂印刷㈱が、金沢地区では平成以降としては初
めて中央労働災害防止協会から無災害記録証金賞を授与
されました。

また、暁化学工業㈱と㈱タニムラが、石川県労働基準協
会連合会の安全衛生優良事業場賞を受賞しました。

日　時：令和 ５ 年１１月２７日㈪　午後 ６ 時～
場　所：金沢市異業種研修会館 ２ 階　研修室
主　催：安原工業団地協同組合
協　力：安原地区各種団体
演　題：『よき先達に導かれ～その想いでを語る～』
講　師：石川県中小企業団体中央会
　　　　名誉会長・元金沢市長　山出 保 氏
参加者：６８名

今年度は石川県中小企業団体中央会名誉会長で元金沢市長の山出 保 氏を講師に迎えました。
当日は山出氏９２歳のお誕生日であり、組合の文化講演会で１０年ぶりの再登壇という記念すべき会になりました。
山出氏が市役所時代に仕えた ３ 名の市長のお人柄やその元で経験した貴重な体験のお話に始まり、現在の金沢の街を

つくるまでの道のりやその裏話など、巧みな話術で参加者は引き込まれていました。
街の中心部にこんなに緑のある都市は他になく、市民の皆さんは金沢という町にこれからも誇りをもっていってほし

いと締めくくられました。
最後にサプライズで、鼓門をかたどったクッキーをのせたケーキを用意し、参加者全員で拍手でお祝いしました。
終了後は山出氏と握手や写真を求める列ができ、講演は大盛況に終わりました。

令和５年度安原工業団地協同組合文化講演会開催

令和 ５ 年 ９ 月１０日㈰、安原小学校グラウンドにおいて、第４４回ソフトボール
大会が開催されました。

今年は ７ チーム（町会班選抜チーム、組合青年部チーム、企業チーム ５ ）が参
加し、リーグ戦で行われました。

強い日差しの一日でしたが、水分をとりつつ、ファインプレーに時折歓声を
あげながら各チーム楽しんでプレーをしていました。

決勝戦は大接戦の末、班選抜チームがワタキューセイモア㈱を下し優勝しま
した。

成績は以下の通りです。
　　　優　勝　班選抜チーム　　準優勝　ワタキューセイモア㈱

参加チームの方々及びご準備くださった青年部の皆様、暑い中お疲れ様でした。

令和５年度　安原工業団地協同組合主催
第44回ソフトボール大会

決勝戦スコア
1 2 3 4 5 計

班選抜 1 0 11 0 0 12
ワタキューセイモア㈱ 1 2 1 0 6 10

無災害記録証金賞第13回　合同ゴルフ大会
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１１月 １ 日㈬～ ２日㈭
【中央会女性部活動（全国大会）】
　「レディース中央会全国フォーラム in 岡山」が開催され、
東山部長が参加しました。岡山の女性中央会は若い女性経
営者や次世代候補者が多く、横のつながり次の世代のつな
がり地域のつながり作りに頑張っていて、いいお話しが聞
けました。

１１月２４日㈮
【第 2回研修会】
　粟崎町のものづくり会館調理実習室
にて㈱ためひろ 為広 薫氏を講師に迎
え「和の食材との組み合わせでナチュ
ラルチーズの魅力を知る～食卓にナ
チュラルチーズを取り入れ楽しもう～」をテーマに講演を
していただきました。実際に試食しながらチーズと和の食
材との組み合わせを紹介して頂き、チーズのフルコースを
美味しく頂きました。 ９ 名参加しました。

１１月３０日㈭
【中央会女性部活動（訪問事業）】
　ハーブの里・響きの森 ミントレイノにてオルゴールセ
ラピー体験し白山一里野温泉・ホテル牛

ご

王
お

印
いん

にて白山一里
野温泉観光協会おかみの会の活動事例発表・意見交換を行
い、牛首紬織の資料館 白山工房を視察しました。雄大な
白山の自然に抱かれた山里・一里野で季節ごとに開催され
るイベントへのおかみの会の取り組みについて聞いてき
ました。 5 名参加しました。

１２月 ２ 日㈯
【花いっぱい！飾花推進活動】
　今回は国民文化祭で使用されたプラ
ンターを頂き、幹線道路の痛んだプラ
ンターと交換し、葉ボタンに植え替え
をしました。春先に黄色い花が元気に
咲いてくれるのが楽しみです。

１２月１２日㈫
【会員企業にシクラメンを】
　毎年恒例になっております、会員企業に色鮮やかなシク
ラメンを配布しました。クリスマス気分を盛り上げるのに
一役かってもらえたら幸いです。

２ 月１６日㈮
【女性部創立２０周年】
　ヴィラ・グランディス ウエディングリゾート金沢にて、
安原工業団地協同組合女性部「桜梅桃梨の会」創立20周年
を祝う会を開催しました。
　平成１５年 ６ 月２１日に発足し２０周年を迎えることができ
ました。
　皆様にご支援頂き、今後も活動していきたいと思います
のでご協力よろしくお願いいたします。

8 月２６日㈯
『第 ９回若者交流会』
　欧風料理タブリエにて若者交流会を男性２８名、女性 ８
名、合計36名で開催しました。
　ゲーム等の企画を用意し、楽しい交流会となりました。
参加された方も大変盛り上がっていたので交流を深めら
れたと思います。

9 月１０日㈰
『第４４回ソフトボール大会』
　安原小学校グラウンドにおいて安原工業団地協同組合
主催、安原工業団地町会協賛にて、第４４回ソフトボール大
会が行われました。
　今年は ７ チーム（町会班選抜チーム、組合青年部チーム、
企業チーム ５ 社）が参加しリーグ戦にて行われました。
　町会班選抜チームが優勝しました。

９ 月１８日（月・祝）
『第１３回安原工業団地組合・町会合同ゴルフ大会』
　ゴルフクラブ ツインフィールズにおいてゴルフ大会が
開催され運営のお手伝いをさせていただきました。 ８ 組２９
名が参加し、㈱岡本工業　岡本宜

た か し

資さんが優勝しました。

１０月１３日㈮～ １５日㈰
『東北視察旅行』
　盛岡、仙台へ視察旅行に行ってまいりました。
　中尊寺や松島などの観光地をめぐり、歴史や文化を学ぶ
良い機会となりました。
　わんこそばや牛タンなどの食文化も味わいました。今
後の青年部について部員交流を深めることができました。

（ ８ 名参加）

１２月１６日㈯
『青年部忘年会』
　加賀百萬石金沢小太郎にて青年部１６名が参加し忘年会
を開催しました。
　部員間の交流を深め、今後もより一層事業に参加しても
らえる青年部活動にしていこうと堅い結束を図りました。

　 ２ 月に予定しておりました研修講演会は中止となりま
した。

あとがき

青 年 部 活動報告女 性 部 活動報告

　この度の震災により被害を受けられた皆様に、心からのお見舞い
を申し上げます。私たちは、一日も早い復興を心より願っております。
　今号の広報誌をお読みいただきありがとうございました。次号も、
さらに充実した内容でお届けできるよう努力いたします。引き続き
のご支援とご愛読を心よりお願い申し上げます。� （H）

発行責任者　米澤 卓也
編 集 委 員　岩上 伸人、羽野 芳康、笠井 恵美子、田中 泰、
　　　　　　東山 敦子、横田 義尾、押田 幹夫、出越 昌子
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